
変
形
労
働
時
間
制
度
の
活
用
の
す
す
め

第
３
２
条
（労
働
時
間
）

使
用
者
は
、
労
働
者
に
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
週
間
に
つ
い
て

四
十
時
間
を
超
え
て
、
労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

２

使
用
者
は
、
一
週
間
の
各
日
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
、
休
憩

時
間
を
除
き
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
を
超
え
て
、
労
働
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

多
く
の
事
業
所
が
、
労
働
基
準
法
第
３
２
条
の
呪
縛
に
捕
ら
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
数
多
く
の
就
業
規
則
の

改
定
作
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
労
働
時
間
の
項
目
で
は
、

第
●
●
条
（労
働
時
間
お
よ
び
休
憩
時
間
）

所
定
労
働
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
１
週
間
に
つ
い
て

は
４
０
時
間
、
１
日
に
つ
い
て
は
８
時
間
と
す
る
。

２

始
業
・終
業
の
時
刻
お
よ
び
休
憩
時
間
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

始
業
時
刻

午
前
８
時

二

終
業
時
刻

午
後
５
時

三

休
憩
時
刻

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

と
規
定
さ
れ
た
就
業
規
則
が
、
実
に
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
現
実
に
働
い
て
い
る
時
間
と
、
規
定
上
の

時
間
が
違
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
ち
ら
が
指
摘
し
て
初
め
て
気
が
付
か

れ
る
経
営
者
も
お
ら
れ
ま
す
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
従
業
員
が
１

０
人
を
超
え
た
の
で
、
取
り
あ
え
ず
就
業
規
則
を
作
成
し
よ
う
と
、

同
業
他
社
の
就
業
規
則
を
借
り
て
き
て
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
し
か
に
他
社
か
ら
学
ぶ
の
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
実
際
は
学
ぶ
と

い
う
よ
り
は
、
ま
ね
る
に
近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
、
表
紙

の
会
社
名
の
み
書
き
換
え
る
と
い
う
ケ
ー
ス
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
、

何
度
も
あ
り
ま
す
。
労
使
の
権
利
義
務
関
係
を
確
定
さ
せ
る
就
業

規
則
の
法
的
効
力
を
考
え
る
と
・・・。

平
成
９
年
４
月
に
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
週
４
０
時
間
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
時
間
法
制
の
大
き
な
改
正
の
一
つ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
多
く
の
経
営
者
の
方
も
、
ご
記
憶
に
あ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
改
正
か
ら
遡
る
こ
と
１
０
年
前
、
政
策
転
換

と
も
言
え
る
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
２
２
年
は
、
主
に
製
造
業
に

従
事
す
る
労
働
者
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
の
サ
ー
ビ

ス
化
に
伴
い
多
様
な
労
働
時
間
で
働
く
労
働
者
が
増
加
し
、
一
律
的

な
労
働
時
間
制
度
で
は
対
応
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
柔
軟

な
労
働
時
間
の
編
成
が
行
え
る
よ
う
に
と
、
昭
和
６
２
年
に
、
労
働

基
準
法
第
３
２
条
に
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
の

一
つ
が
変
形
労
働
時
間
制
度
（以
下
「変
形
制
」）で
す
。
変
形
制
と

は
、
業
務
の
繁
閑
に
応
じ
て
労
働
時
間
を
柔
軟
に
設
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
労
働
基
準

法
第
３
２
条
の
特
例
措
置
で
す
。
こ
の
変
形
制
に
は
、
第
３
２
条
の
２

か
ら
第
３
２
条
の
５
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
１
ヶ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
（３
２
条
の
２
）

＊
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
（３
２
条
の
３
）

＊
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
（３
２
条
の
４
）

＊
１
週
間
単
位
の
非
定
型
的
変
形
労
働
時
間
制
（３
２
条
の
５
）

そ
の
他
の
労
働
時
間
制
度
と
し
て
、
以
下
に
掲
げ
る
「み
な
し
労

働
時
間
制
」が
あ
り
ま
す
。

＊
裁
量
労
働
制
（３
８
条
の
２
）

＊
事
業
場
外
み
な
し
労
働
時
間
制
（３
８
条
の
３
）

み
な
し
労
働
時
間
制
は
、

・適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
る

・運
用
が
極
め
て
厳
格

こ
の
２
つ
の
理
由
に
よ
り
、
お
す
す
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
変
形
労
働
時
間
制
度
の
す
す
め

土
日
が
休
日
の
完
全
週
休
二
日
制
が
実
施
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
形
制
を
あ
え
て
導
入
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
８
時
間
×
５

日
勤
務
で
週
４
０
時
間
を
達
成
で
き
る
か
ら
で
す
。
な
か
に
は
、
週

４
０
時
間
制
に
対
応
す
る
た
め
に
、

・７
時
間
勤
務
（月
曜
日
～
金
曜
日
）

・５
時
間
勤
務
（土
曜
日
）

と
い
っ
た
、
労
働
時
間
を
運
用
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま
し
た
。

変
形
制
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
適
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所

規
模
に
も
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、

１
日
８
時
間
、
１
週
４
０
時
間
を
超
え
て
所
定
労
働
時
間
を
組
む

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
で
は
、

＊
１
ヶ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
度

＊
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
度

の
導
入
が
適
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
、
あ
る
い
は
、

職
種
に
応
じ
て
両
制
度
を
併
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

＊
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
度
に
お
い
て
は

年
間
総
所
定
労
働
時
間
の
２
、
０
８
５
時
間
を
、
各
月
に
、
ど
う
割

り
振
る
か
が
、
制
度
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

＊
１
ヶ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
度
に
お
い
て
は

右
記
の
各
月
に
け
る
、
月
間
総
所
定
労
働
時
間
を
、
ど
う
割
り

振
る
か
が
、
制
度
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

次
回
以
降
、
２
回
に
わ
た
り
、
各
制
度
を
概
説
し
て
い
き
ま
す
。
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日
の
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日
の
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３
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日
の
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１
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０
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１
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１
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間

１
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時
間


